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見
慣
れ
た
景
観
は
特
に
注
目
さ
れ
な
い
。
い
つ
も
み
て
い
る
の
で
当
然
の
こ
と
と
感
じ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
古
文
書
の
少
な
い
地
方

の
研
究
で
は
、
地
形
・
道
路
・
水
路
・
耕
地
の
土
地
割
・
集
落
形
態
を
微
細
に
観
察
す
る
と
、
あ
る
時
代
の
景
観
を
と
り
だ
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
れ
ら
歴
史
的
景
観
を
時
代
各
に
分
類
し
、
地
図
化
し
て
、
現
在
の
生
活
空
聞
を
理
解
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

い
わ
き
市
平

を
調
査
し
て
き
た
。
そ
の
意
義
は
歴
史
的
景
観
の
保
全
に
つ
な
が
る
か
ら
で
あ
る
。

地
形
の
特
色
は
、
第
三
紀
層
の
丘
陵
(
標
高
百
メ
ー
ト
ル
弱
〉
が
広
い
面
積
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
丘
陵
は
最
近
の
開
発
で
住
宅
地
・

工
業
団
地
に
変
化
し
て
い
る
の
も
多
い
。
こ
の
丘
陵
が
谷
頭
侵
蝕
や
河
川
の
側
方
侵
触
に
よ
り
沖
積
平
野
の
中
に
岬
状
に
突
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
河
川
に
近
い
こ
れ
ら
の
丘
陵
に
は
表
層
に
喋
層
で
被
わ
れ
て
平
坦
な
洪
積
台
地
に
な
っ
て
い
る
の
も
多
い
。
こ
の
洪
積
層
は

立
川
面
に
相
当
す
る
の
が
多
く
、
標
高
四

0
メ
ー
ト
ル
弱
で
あ
る
。
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こ
の
立
川
面
に
な
る
の
が
飯
野
平
、
鎌
田
、
六
反
田
、
上
野
原
で
あ
り
、
小
単
位
で
分
散
し
て
分
布
し
て
い
る
。



お

図1 対象地域と条里型地割分布
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沖
積
平
野
は
夏
井
川
、
好
間
川
、
新
川
沿
い
に
あ
っ
て
い

わ
き
市
で
は
面
積
も
広
く
分
布
す
る
。
そ
こ
に
は
自
然
堤

防
、
後
背
低
地
が
発
達
す
る
が
、
新
川
流
域
の
沖
積
平
野
は

丘
陵
内
に
源
を
発
す
る
川
な
の
で
運
搬
量
も
少
な
く
自
然
堤

防
は
み
ら
れ
な
い
。
海
岸
平
野
は
更
に
下
流
に
位
置
す
る
の

で
旧
浜
堤
は
な
い
。

城

古
代
の
条
皇
制
遺
構
の
分
布
ハ
l

)

(

第
1
図
)

土白

こ
の
地
区
は
い
わ
き
市
内
で
は
小
規
模
の
条
里
制
地
割
が

図2

密
に
分
布
す
る
地
域
で
あ
る
。
滑
津
川
の
小
谷
底
平
野
に
も

等
間
隔
の
道
が
並
び
、
条
里
地
割
を
も
ち
、
奈
良
時
代
の
開

発
が
密
度
が
高
く
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
条
里

が
施
行
さ
れ
な
い
域
区
は
現
在
で
も
、
旧
河
道
が
あ
っ
た
り

ず
る
氾
濫
原
で
洪
水
の
被
害
を
受
け
易
い
地
域
と
な
っ
て
、

最
近
ま
で
平
の
市
街
地
に
近
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
都
市
化

さ
れ
な
い
で
き
た
。

こ
こ
の
条
里
の
特
色
は
、
南
北
の
線
が
七
度
程
西
偏
し
て
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い
る
の
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
北
白
土
、
中
塩
、
愛
谷
、
今
新
田
、
中
好
問
、
下
好
問
、
赤
井
に
あ
っ
て
、
坪
の
中
は
長
地
型
で
あ
る
。

平
の
城
下
町
で
あ
る
市
街
地
の
南
北
の
道
路
は
明
ら
か
に
条
里
の
方
向
に
一
致
し
て
い
る
。
正
方
位
条
旦
は
荒
川
、
小
島
、
谷
川
瀬
に
分

布
す
る
が
、
必
ず
し
も
条
里
と
断
定
で
き
な
い
の
も
あ
る
。
荒
川
、
下
好
問
、
中
塩
、
赤
井
で
は
一
部
市
街
地
が
耕
地
整
理
以
前
に
都
市

化
し
た
地
域
は
条
里
遺
構
が
残
存
し
て
い
る
。

白
土
城
(
第
2
図
)

戦
国
大
名
・
岩
城
氏
は
伊
達
・
相
馬
と
佐
竹
の
間
に
あ
っ
て
、
鎌
倉
時
代
か
ら
関
ケ
原
の
戦
い
ま
で
長
く
勢
力
を
も
ち
続
け
て
き
た
。

し
か
し
、
館
の
位
置
、
範
囲
な
ど
今
ま
で
殆
ん
ど
調
査
さ
れ
な
い
で
き
た
。

江
戸
時
代
ハ
2
)
、
元
禄
五
年
(
一
六
九
二
年
)
に
書
か
れ
た
「
鍬
掛
墓
由
来
日
記
」

に
よ
れ
ば
、
「
永
享
元
年
」
(
一
四
二
九
〉
九
月
二
十

一
一
一
日
三
夜
、
隆
忠
公
、
白
土
之
山
城
押
寄
責
落
玄
番
股
御
切
腹
、
隆
忠
被
遂
御
念
望
候
、
此
時
隆
忠
公
本
城
長
朝
城
、
白
土
之
山
城
御

越
。
隆
忠
、
親
隆
、
常
隆
迄
三
代
白
土
域
御
座
也
(
下
略
〉
と
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
白
土
城
を
本
拠
と
し
て
、

い
わ
き
地
方
の
統
一
へ
の

道
を
歩
む
の
で
あ
る
。

こ
の
域
の
位
置
は
平
市
街
地
の
南
に
隣
接
す
る
丘
陵
に
あ
っ
て
、
北
に
は
夏
井
川
・
新
川
、
南
は
市
営
墓
地
、
東
は
菅
波
の
国
魂
神
社

に
近
い
。
館
の
中
の
数
ケ
所
あ
る
標
高
一

0
0
メ
ー
ト
ル
内
外
の
頂
上
か
ら
は
、

い
ぼ
い
わ
き
市
全
域
の
丘
陵
と
中
北
部
の
沖
積
平
野
は

視
界
に
入
る
好
位
置
に
あ
る
。
規
模
は
東
西
一
キ
ロ
、
南
北
九

0
0
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
大
規
模
な
山
城
で
あ
る
。

白
土
城
の
縄
張
り

居
館
は
南
と
東
に
流
れ
る
こ
つ
の
谷
の
谷
頭
部
に
あ
っ
て
標
高
五

0
メ
ー
ト
ル
内
外
の
段
丘
面
に
あ
り
、
増
福
寺
の
南
に
位
置
す
る
。



南
の
谷
(
竜
沢
)
は
開
放
さ
れ
た
谷
な
の
で
、
空
堀
、
土
塁
、
曲
輸
な
ど
の
工
夫
が
凝
ら
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
城
主
の
居
館
は
無
居

住
の
農
家
で
土
塁
と
空
掘
り
に
固
ま
れ
、
庭
跡
も
保
存
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
農
家
の
北
か
ら
西
南
部
の
畑
や
雑
木
林
の
中
に
は
宅
地
跡
を

思
わ
せ
る
低
い
曲
輪
群
が
あ
っ
て
重
臣
の
屋
敷
跡
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
館
の
特
徴
は
曲
輸
の
発
達
が
著
る
し
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
館
は
一

O
Oを
越
す
曲
輪
の
集
合
で
あ
っ
て
、
曲
輸
の
ま
お
り
は
急

崖
で
登
り
に
く
い
。

曲
輸
の
中
は
ほ
と
ん
ど
削
平
さ
れ
て
、
階
段
状
に
な
っ
て
い
る
。
曲
輸
の
な
い
斜
面
は
傾
斜
が
三
七
度
を
越
え
る
が
、

ほ
と
ん
ど
人
工

相
に
手
を
加
え
た
急
崖
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
山
麓
部
に
畑
地
、
道
路
、
宅
地
が
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
土
は
斜
面
を
削
っ
た
土
が
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低
い
段
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
数
多
く
あ
る
支
谷
に
も
曲
輸
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
同
じ
理
由
に
よ
る
よ
う
で
あ

る。
南
側
の
丘
陵
の
館
に
お
い
て
、

い
く
つ
か
あ
る
稜
線
に
は
曲
輪
も
あ
る
、
が
、

一
メ
ー
ト
ル
位
の
幅
の
道
が
土
橋
状
に
な
っ
て
い
る
。
そ

の
両
側
は
削
ら
れ
て
急
崖
に
な
り
、

ま
た
稜
線
の
先
端
も
切
断
さ
れ
て
、
登
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

虎
口
は
三
ケ
所
あ
り
、
稜
線
を
掘
削
し
て
、
道
を
曲
げ
て
、
狭
く
す
る
。
さ
ら
に
両
側
の
尾
根
は
削
平
し
て
曲
輸
と
す
る
。
そ
の
背
後

に
比
較
的
広
い
曲
輪
が
あ
っ
て
析
形
の
機
能
を
も
た
せ
て
い
る
、
こ
の
頂
上
部
に
近
い
平
五
小
か
ら
虎
口
に
く
る
ま
で
の
道
路
は
曲
輪
や

稜
線
を
通
る
道
路
か
ら
見
通
さ
れ
る
丘
陵
の
・
中
腹
を
通
っ
て
い
る
。

土
橋
は
三
ケ
所
あ
り
頂
上
部
に
多
い
が
、
頂
上
部
の
曲
輸
と
曲
輸
を
結
ぶ
機
能
を
も
っ
て
い
る
。

こ
の
館
は
素
朴
な
作
り
だ
が
、
全
体
的
に
は
手
の
込
ん
だ
攻
め
に
く
い
構
造
に
な
っ
て
い
る
。

31 

こ
の
城
は
石
垣
も
な
く
土
だ
け
の
域
だ
が
、
鎌
倉
時
代
の
居
館
か
ら
山
城
へ
移
っ
た
南
北
朝
期
の
形
態
を
示
し
て
い
る
。
飯
野
平
城
築



N 
σコ

図 3 飯野平城
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域
前
に
は
こ
こ
が
岩
城
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ

間
違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
居
館
付
近
か
ら
白
水
阿
弥
陀
堂
は
ほ
ぼ
六
度

程
南
寄
り
に
な
る
が
、
当
時
の
偏
角
を
考
え
る
と
真
西
に
な

る
。
後
述
す
る
飯
野
八
幡
宮
の
一
の
鳥
居
か
ら
三
の
鳥
居
を

大館(飯野平裁の中の)

結
ぶ
線
と
は
直
角
に
交
わ
る
。
こ
の
館
と
白
水
阿
弥
陀
堂
と

は
関
連
す
る
よ
う
で
あ
る
。

四

飯
野
平
城
ハ
・

3
・〉

「
続
群
書
類
従
」
の
磐
城
系
図
に
岩
城
常
隆
は
ハ
3
〉
「
文
明

十
五
葵
卯
年
従
白
土
移
飯
野
平
」

〈
一
四
八
三
年
〉
白
土
よ

図 4

り
飯
野
平
へ
移
る
と
あ
る
。
こ
の
文
の
中
で
、
白
土
を
白
土

城
と
す
る
と
、
飯
野
平
城
と
な
る
。
地
元
で
は
飯
野
平
城
と

は
い
わ
な
い
で
、

俗
称
の
(
4
〉
大
館
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。

実
際
俗
称
の
大
拍
聞
を
調
査
し
て
み
る
と
、
白
土
城
に
比
較
す

る
と
あ
ま
り
に
も
規
模
が
小
さ
い
。
そ
こ
で
、
城
の
範
囲
が

問
題
に
な
る
が
、
こ
の
飯
野
平
(
洪
積
台
地
)
は
住
宅
、
寺
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院
、
学
校
な
ど
に
な
っ
て
改
変
が
著
る
し
く
古
地
図
も
な
い
の
で
、
白
土
城
と
同
じ
く
、
崖
の
斜
面
を
中
心
に
調
査
を
進
め
た
。

そ
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、

ま
さ
に
大
館
で
あ
っ
て
、
内
郷
か
ら
平
ま
で
連
続
し
、
東
西
三
キ
ロ
、
南
北
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
。

た
だ
一
つ
の
時
期
の
城
で
は
な
く
、
鎌
倉
時
代
の
高
月
館
、
戦
国
時
代
の
飯
野
平
城
、
近
世
の
磐
城
平
城
と
三
つ
の
城
が
合
わ
さ
っ
て
で

き
た
域
館
で
あ
る
。
古
い
順
に
特
色
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

高
月
館
ハ
5
u
と
そ
の
周
辺
〈
8
u

現
在
の
県
立
磐
城
高
校
、
飯
野
八
幡
神
社
と
こ
の
周
辺
地
域
で
あ
る
。
飯
野
氏
の
居
館
(
磐
城
高
校
の
敷
地
)
だ
が
、
こ
こ
は
一
つ
の

ま
と
ま
っ
た
館
で
あ
っ
て
鎌
倉
時
代
の
館
の
形
態
を
も
っ
て
い
る
。
飯
野
氏
の
先
祖
伊
賀
氏
が
鎌
倉
幕
府
の
重
臣
か
ら
好
嶋

(

6

)

荘
の
預

所
と
し
て
、
着
任
以
来
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
居
館
で
あ
り
、
現
在
飯
野
氏
は
八
幡
神
社
の
神
主
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
南
北

朝
時
代
に
は
武
将
と
し
て
活
躍
し
、
預
所
と
岩
城
氏
の
対
立
も
あ
っ
て
、
武
士
団
と
も
あ
ま
り
か
わ
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。

こ
の
高
月
館
は
割
合
変
化
が
少
な
い
。
飯
野
宅
の
周
囲
に
は
土
塁
が
あ
り
、
南
西
に
は
そ
の
土
塁
に
接
し
て
、
磐
城
高
校
の
敷
地
の
境

界
に
は
空
掘
が
あ
る
。
館
内
の
建
物
は
第
二
次
大
戦
前
に
焼
失
し
た
が
、
中
世
の
館
ら
し
さ
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。
東
北
部
の
崖
に
は
三

段
程
の
曲
輪
、
が
あ
る
。
磐
城
高
校
の
敷
地
も
周
囲
の
崖
は
曲
輪
に
な
っ
て
お
り
、
校
門
前
は
空
堀
り
に
な
っ
て
土
橋
に
な
っ
て
い
た
そ
う

で
あ
る
。
土
塁
は
残
っ
て
い
な
い
。
飯
野
八
幡
神
社
に
磐
城
平
城
築
城
の
折
、
平
駅
の
北
の
台
地
端
の
物
見
ケ
岡
か
ら
現
在
地
に
移
築
さ

れ
た
と
い
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
創
建
当
時
の
状
態
を
示
す
八
幡
社
の
古
地
図
に
あ
る
一
の
鳥
〈
7
u
居
(
神
社
前
)
、
二
の
鳥
居
(
松
ケ

岡
公
園
〉
、
コ
コ
り
鳥
居
(
小
島
の
鳥
居
山
〉
が
飯
野
氏
の
居
館
が
直
線
と
な
り
、
鎌
倉
時
代
官
〉
の
偏
角
と
一
致
す
る
こ
と
、
八
幡
社
前

の
馬
場
と
な
っ
た
道
路
の
長
さ
が
物
見
ケ
岡
に
は
と
れ
な
い
こ
と
、
敷
地
内
の
建
物
の
位
置
が
古
地
図
に
合
う
こ
と
な
ど
か
ら
飯
野
八
幡

神
社
は
創
建
当
時
か
ら
こ
の
場
所
に
鎮
座
し
て
よ
う
で
あ
る
。
神
社
前
の
鳥
居
の
両
側
に
は
空
掘
が
あ
h

子
、
境
内
の
周
囲
に
は
一
部
破
壊



さ
れ
て
い
る
が
土
塁
に
固
ま
れ
、
中
央
に
も
土
塁
、
が
南
北
方
向
に
一
部
残
っ
て
い
る
@
境
内
全
体
が
周
囲
よ
り
一
段
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
の
周
辺
に
荘
園
の
政
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、

八
幡
神
社
の
鳥
居
を
中
心
と
し
た
道
路
は
馬
場
で
あ
っ
た
神
社
前
の
八
幡
小

路
を
除
い
て
、
全
て
細
道
で
あ
り
、

し
か
も
直
線
で
は
な
い
。
ま
た
、
交
差
点
は
全
て

T
字
形
で
、
直
角
に
は
交
わ
ら
な
い
。
そ
れ
に
行

き
止
ま
り
道
も
多
い
。
そ
の
た
め
に
道
路
の
見
透
し
は
極
め
て
悪
い
。
こ
の
た
め
道
路
の
通
り
抜
け
は
困
難
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
住
宅

地
と
し
て
は
鎌
〈
7
〉
倉
市
と
よ
く
似
た
中
世
的
な
道
路
を
も
っ
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
台
地
に
接
す
る
谷
頭
侵
蝕
谷
(
胡
摩

沢
、
古
鍛
治
町
〉
や
沖
積
平
野
(
七
軒
町
、
久
保
町
、
北
目
)
も
同
様
な
道
路
形
態
を
も
っ
て
い
る
が
、
胡
摩
沢
に
は
根
古
屋
と
呼
ば
れ

る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
武
家
屋
敷
で
あ
っ
た
。
ま
た
北
目
、
久
保
町
は
短
冊
型
の
地
割
で
市
場
町
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

飯
野
平
城

景観変遷から見た城下町の形成と崩壊

①
 
大
館

頂
上
が
本
丸
跡
で
、
陪
円
形
で
あ
り
、
中
央
に
段
の
あ
る
狭
い
平
坦
地
で
あ
る
。
土
塁
が
東
端
に
一
部
残
り
、
登
り
口
は
屈
曲
し
て
い

る
。
梨
畑
か
ら
公
園
に
な
っ
た
折
に
手
が
加
え
ら
れ
て
本
丸
ら
し
さ
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
居
館
よ
り
は
結
城
の
よ
う
で
あ
る
。
稜

線
(
本
丸
の
南
斜
面
、
北
西
斜
面
)
の
特
色
は
本
丸
に
近
い
と
こ
ろ
や
中
腹
に
曲
輪
を
作
り
下
か
ら
登
る
敵
を
攻
撃
す
る
。
稜
線
の
両
側

の
斜
面
は
急
傾
斜
に
し
て
、
稜
線
へ
は
登
り
に
く
く
し
て
い
る
。
山
脚
は
ほ
ぼ
直
角
に
切
断
し
、
削
っ
た
土
で
、
崖
の
下
に
も
曲
輪
を
つ

く
る
。
ま
た
稜
線
の
道
路
に
は
土
塁
を
も
つ
の
も
あ
る
。
谷
斜
面
で
は
中
腹
で
削
っ
た
土
を
山
麓
ま
で
お
ろ
し
、
曲
輸
を
二
つ
以
上
作
つ

て
い
る
。
本
丸
北
東
部
の
緩
斜
面
は
自
然
の
段
丘
に
加
え
て
、
人
工
の
曲
輸
を
階
段
状
に
つ
く
っ
て
い
る
。
空
堀
り
は
連
続
す
る
丘
陵
の

鞍
部
に
作
り
、
非
連
続
に
し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
土
橋
を
作
る
。
館
の
中
の
道
路
は
緩
斜
面
と
急
斜
面
と
の
交
換
線
附
近
や
、
高
さ

35 

の
ち
が
う
曲
輪
と
曲
輪
の
接
続
す
る
と
こ
ろ
を
通
る
。
地
図
で
は
直
線
に
表
現
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
屈
曲
し
て
い
る
。
ま
た
道
路
は
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曲
輪
群
を
従
断
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
道
路
の
両
側
は
土
塁
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
斜
面
形
態
が
連
続
す
る
範
囲
を
飯
野
平
城
の
城
域
と
考
え
た
。

@ 

御
台
境

御
台
境
の
段
丘
は
好
関
町
田
代
原
で
飯
野
平
と
分
岐
す
る
。
大
館
の
南
に
位
置
す
る
舌
状
台
地
で
あ
る
。
飯
野
平
城
の
大
館
と
は
一

O

0
メ
ー
ト
ル
の
距
離
で
あ
り
、
飯
野
平
城
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

一
の
失
神
社
に
は
牛
頭
天
皇
が
祭
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
常

磐
高
速
道
か
ら
の
バ
イ
パ
ス
道
路
が
通
過
す
る
工
事
で
改
変
も
著
る
し
い
が
、
城
館
の
規
模
が
大
き
い
の
で
、

工
事
が
大
規
模
で
あ
っ
て

も
容
易
に
館
の
形
態
は
失
わ
れ
な
い
。
最
近
、
こ
の
御
台
の
西
南
斜
面
の
溜
池
の
近
く
で
横
穴
古
墳
群
が
発
掘
さ
れ
た
が
、
埋
蔵
品
は
全

く
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
城
の
築
城
の
た
め
に
斜
面
を
急
崖
に
し
た
と
き
に
、
横
穴
古
墳
の
入
口
附
近
が
削
り
と
ら
れ
て
、
盗
掘
さ

れ
て
遺
物
は
何
に
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
八
反
田
に
あ
る
七
浜
荘
の
東
斜
面
は
四
段
の
曲
輪
群
が
あ
り
保
存
状
態
も
極
め
て
良
い
。
ま

た
北
斜
面
は
谷
頭
侵
食
谷
も
崖
を
急
傾
斜
に
し
て
登
り
に
く
く
し
て
い
る
。
御
台
は
洪
積
台
地
で
あ
っ
て
平
知
一
面
が
広
く
、
水
も
地
下
水

か
ら
得
ら
れ
る
。

一
ノ
矢
神
社
を
含
め
て
、
あ
る
程
度
の
大
き
さ
に
区
切
ら
れ
た
住
居
跡
ら
し
い
。
こ
の
御
台
は
地
名
か
ら
推
測
さ
れ
る

よ
う
に
、
隠
居
場
や
家
族
の
住
居
ら
し
い
が
、
前
述
の
道
路
工
事
、
宅
地
造
成
等
で
改
変
が
著
る
し
い
の
で
、
発
掘
も
で
き
な
い
。

@ 

長
邸
内
寺
の
段
丘

長
興
寺
は
比
高
四

0
メ
ー
ト
ル
の
独
立
し
た
段
丘
面
で
あ
る
。
段
丘
面
の
南
半
分
は
墓
地
と
な
り
、
西
端
に
土
塁
が
残
っ
て
い
る
。
中

央
部
は
不
規
則
な
凹
凸
が
あ
り
、
庭
園
跡
ら
し
い
。

北
側
は
住
宅
地
と
な
っ
て
い
る
が
居
宅
跡
ら
し
い
。
北
側
の
斜
面
は
曲
輪
群
が
改
変
さ
れ
ず
に
残
っ
て
い
る
。

@ 

寺
町
・
火
葬
場
(
好
同
町
大
館
)



こ
の
地
区
は
江
戸
時
代
に
な
っ
て
寺
院
が
密
集
し
た
が
、
中
世
に
は
寺
院
は
な
か
っ
た
。
墓
地
の
拡
張
の
た
め
改
変
さ
れ
て
い
る
が
、

寺
や
墓
の
後
の
竹
薮
や
林
の
中
に
曲
輸
が
残
っ
て
い
た
り
、
墓
地
に
段
差
が
あ
っ
て
、
比
較
的
大
き
な
単
位
の
平
坦
地
が
あ
る
。
居
館
な

ら
ば
絶
好
の
場
所
と
な
っ
て
い
た
。

J
R
常
磐
線
に
沿
う
新
町
裏
の
崖
は
上
の
方
に
小
さ
な
細
長
い
曲
輪
が
あ
っ
て
、
墓
地
や
大
き
な
看

板
が
た
つ
て
い
る
。
そ
の
下
は
急
崖
と
な
り
、
そ
の
下
の
削
っ
た
土
で
で
き
た
低
い
段
丘
面
に
は
、
岩
城
民
に
仕
え
た
可
級
武
士
の
家
敷

が
並
ん
で
い
た
。
西
側
は
病
院
な
ど
も
で
き
て
、
当
時
の
復
元
は
む
づ
か
し
い
。

こ
の
地
区
が
飯
野
平
城
の
中
枢
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
か
つ
て
、
こ
の
地
区
と
前
述
の
大
館
は
連
続
し
て
い
た
が
、

J
R
磐
越

東
線
、
国
道
四
九
号
線
が
掘
削
し
て
分
整
し
た
が
、
景
観
的
に
は
あ
ま
り
影
響
が
な
い
よ
う
で
あ
る
。

景観変遷から見た紋下町の形成と崩壊

@ 

松
ケ
岡
公
園
、
良
善
寺

中
央
を
J
R
常
磐
線
と
磐
越
東
線
が
通
り
、
松
ケ
岡
公
園
と
な
り
改
変
も
あ
る
が
、
良
善
寺
の
東
か
ら
北
に
か
け
て
の
崖
、
欣
浄
土
守
と

菩
提
院
の
聞
の
谷
、
公
園
内
の
赤
橋
の
西
ノ
公
園
の
南
側
の
崖
、
公
園
の
稲
荷
神
社
の
南
の
崖
な
ど
に
多
数
の
曲
輸
が
残
っ
て
い
る
。
古

鍛
治
町
の
崖
な
ど
に
多
数
の
曲
輸
が
残
っ
て
い
る
。
古
鍛
治
町
の
松
堂
院
は
岩
城
氏
の
居
館
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

@ 

物
見
ケ
岡
、
六
間
門

物
見
ケ
岡
は
江
戸
時
代
に
城
郭
内
に
な
り
、
本
丸
、
二
ノ
丸
、
三
ノ
丸
、
重
臣
の
武
家
屋
敷
と
な
っ
て
い
た
。
か
つ
て
は
飯
野
八
幡
神

社
も
こ
こ
に
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
う
な
ら
ば
、
現
在
で
も
、
木
丸
跡
と
か
、

八
幡
台
と
か
呼
ば
れ
る
は
ず
な
の
に
、
こ
こ
が
今

で
も
物
見
ケ
岡
と
呼
ば
れ
る
飯
野
平
城
の
物
見
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
物
見
ケ
岡
に
あ
る
平
城
の
崖
の
特
徴
は
今
ま
で
の
崖
と
同

じ
く
石
垣
は
な
く
、
削
っ
た
崖
と
出
輪
よ
り
な
っ
て
い
る
。
相
違
点
は
土
塁
の
残
存
が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
江
戸
時
代
の
磐
城
平
城
は
中
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世
の
飯
野
平
城
の
崖
を
利
用
し
て
、
土
塁
、
水
濠
、
門
の
石
垣
を
加
え
て
、
再
構
築
し
た
の
で
あ
る
。
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図5 磐城平城(享保年間)



① 

中
世
の
城
下
町

結
め
城
の
居
館
は
大
館
と
考
え
ら
れ
る
が
、
大
名
一
族
と
重
臣
の
居
館
は
御
台
、
飯
野
平
、
古
鎌
治
の
松
堂
院
な
ど
に
あ
っ
て
、
下
級

武
士
は
町
の
入
口
附
近
と
崖
下
に
並
び
分
散
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
市
場
町
は
北
目
町
、
久
保
町
、
職
人
街
は
梅
ケ
町
、
古
鍛
治
町
な

ど
段
丘
崖
下
に
分
散
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
寺
院
も
ま
と
ま
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。

五

磐
城
平
城
(
第
5
図
)

江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
鳥
居
忠
政
白
)
が
伏
見
城
で
の
活
躍
し
た
父
の
後
継
と
し
て
平
藩
主
と
な
り
、
磐
城
平
城
を
飯
野
平
城
の
中
に

景観変遷から見た城下町の形成と崩壊

再
構
築
し
た
。
そ
の
都
市
造
り
は
地
図
を
見
れ
ば
大
体
予
想
が
可
能
で
あ
る
。
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

ω物
見
ケ
岡
に
あ
る
本
丸
を
囲
ん
で
、
沢
山
の
濠
を
め
ぐ
ら
し
た
。
外
側
は
好
間
川
、

夏
井
川
、

新
川
を
利
用
し
た
。

中
堀
り
は
J

R
平
駅
を
中
心
に
し
て
市
街
地
の
ま
ん
中
を
田
形
に
通
り
、
武
家
屋
敷
と
町
人
町
と
の
境
界
を
兼
ね
て
い
た
。
内
堀
り
は
駅
の
構
内
、
県

道
、
住
宅
街
と
な
っ
た
が
、
白
蛇
淵
と
と
も
に
丹
後
沢
が
残
っ
て
い
る
。
土
地
割
の
変
化
が
少
な
い
の
で
容
易
に
復
元
が
可
能
で
あ
る
。

仰
城
下
町
は
直
線
の
道
路
の
両
側
に
身
分
の
同
じ
人
々
の
宅
地
を
短
冊
型
に
並
ば
せ
、
そ
の
町
裏
に
は
堀
・
水
路
の
あ
る
背
割
町
で
あ

っ
た
。
そ
の
直
線
の
水
路
や
道
路
は
第
一
図
の
条
里
型
地
割
と
関
係
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
城
下
町
の
南
北
の
線
は
北
白
土
や
好
聞
の
方

一
方
、
東
西
を
結
ぶ
基
本
と
な
る
本
町
通
り
は
南
南
東
l
西
南
西
に
傾
い
て
い
る
。
鎌
田
で
一

0
0
メ
ー
ト
ル
程
、
北

向
と
一
致
す
る
。

に
移
動
さ
せ
た
よ
う
で
あ
る

Q

足
軽
屋
敷
が
分
散
し
て
い
る
が
、
岩
城
氏
の
時
代
の
武
家
屋
敷
と
大
体
一
致
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

ω郭
内

こ
の
誠
の
郭
内
は
中
世
の
館
に
土
塁
を
足
し
、
堀
り
を
つ
く
り
、
門
や
櫓
を
作
っ
た
城
な
の
で
、
堀
り
を
埋
め
、
門
や
建
物
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を
破
壊
す
る
と
城
の
イ
メ
ー
ジ
は
簡
単
に
な
く
な
る
。

一
方
、
土
地
割
に
よ
る
復
元
は
変
化
が
少
な
い
の
で
、
土
地
割
を
中
心
に
す
る
と
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城
下
町
ら
し
さ
は
良
く
残
っ
て
い
る
。

..... 
J、
地
籍
図
ハ
9
u
に
よ
る
明
治
初
期
の
平
町
ハ
第
6
図〉

奥
州
戦
争
の
折
、
こ
の
城
で
戦
い
二
日
程
で
西
軍
に
敗
れ
た
。
そ
の
折
、
城
の
役
目
は
お
わ
っ
た
。
第
6
図
は
明
治
一
五
年
作
成
の
地

籍
図
に
よ
る
北
目
村
(
平
町
)
の
復
元
図
で
あ
る
。
常
磐
線
は
十
五
年
後
の
明
治
一
二

O
年
に
開
通
し
た
。

郭
内
は
草
地
と
な
り
所
有
主
不
明
と
あ
る
。
濠
は
畑
と
な
っ
た
四
軒
町
を
除
き
水
固
化
し
て
、
濠
の
復
元
を
容
易
に
し
た
。
上
扱
の
武

家
屋
敷
は
殆
ん
ど
空
地
と
な
り
移
転
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
下
級
武
家
屋
敷
は
残
っ
た
家
屋
が
あ
る
。
武
家
屋
敷
跡
の
台
地
は
畑
、

景観変遷から見た域下町の形成と崩壊

低
地
は
水
田
と
な
り
、
周
辺
農
家
の
耕
地
と
な
っ
た
。
そ
の
耕
地
も
石
城
郡
の
中
心
機
能
と
し
て
の
サ
ー
ビ
ス
機
関
が
立
地
す
る
よ
う
に

な
る
と
、
平
地
の
武
家
屋
敷
跡
に
、
駅
、
郡
役
所
、
裁
判
所
、
刑
務
所
、
郵
便
局
、
町
役
場
等
が
立
地
し
た
。

一
方
、
会
社
や
役
所
で
働

ら
く
人
々
の
宅
地
化
は
、
沖
積
平
野
は
水
害
常
習
地
帯
で
あ
っ
た
の
で
、
城
下
町
は
拡
大
し
な
か
っ
た
。
台
地
に
あ
る
城
跡
は
農
家
に
と

つ
て
は
高
台
で
不
便
な
の
と
水
不
足
と
簡
単
に
手
に
入
れ
た
土
地
な
の
で
、
簡
単
に
手
放
し
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
城
跡
に
は
学
校
な
ど

も
で
き
た
が
、
宅
地
化
が
急
激
に
進
行
し
た
。

現
在
は
、
手
狭
に
な
っ
た
役
所
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
は
新
川
沿
い
に
移
動
し
て
高
層
ビ
ル
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
商
庖
街
、
駅
前
に
も
区

劃
が
小
さ
い
た
め
ビ
ル
の
建
設
は
思
う
に
ま
か
せ
な
い
。
業
務
中
心
街
も
国
道
六
号
に
沿
っ
て
南
側
に
移
動
し
た
。
駅
前
の
再
開
発
ピ
ル

の
計
画
も
あ
る
が
、
自
動
車
時
代
に
あ
っ
て
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
等
が
郊
外
移
動
し
た
。
い
わ
き
市
が
三
五
万
人
を
越
え
て
も
、

中
心
街
が
昔
の
ま
ま
の
形
態
を
保
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
、
土
地
割
、
道
路
形
態
等
極
め
て
中
世
的
な
都
市
形
態
を
現
在
に
ま

41 

で
残
し
て
い
る
。
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七

ま
と
め

)
 

4
i
 

(
 

地
形
〈
主
に
崖
)
、
土
地
割
、
道
路
等
の
特
徴
か
ら
歴
史
的
景
観
の
復
元
を
福
島
県
い
わ
き
市
平
の
中
世
城
館
を
調
査
し
た
結
果

の
報
告
で
あ
る
。

(2) 

城
館
は
丘
陵
、
段
丘
の
斜
面
を
観
察
す
れ
ば
範
囲
と
規
模
が
わ
か
る
。
斜
面
を
滑
か
に
急
傾
斜
に
削
り
、
そ
の
土
で
平
坦
面
(
曲

輪
)
を
作
り
、
曲
輸
の
上
と
下
の
崖
を
よ
り
急
斜
面
に
し
た
曲
輪
群
を
作
る
の
を
基
本
と
し
て
い
る
。

(3) 

調
査
の
結
果
、
白
土
城
、
飯
野
平
城
は
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
り
も
大
規
模
で
あ
る
。

(4) 

白
土
城
は
南
北
朝
期
の
山
城
で
あ
り
、
曲
輪
、
虎
口
、
空
堀
、
土
橋
等
、
素
朴
な
作
り
だ
が
、
山
城
の
特
徴
を
そ
な
え
て
い
る
。

(4) 

飯
野
は
鎌
倉
時
代
の
高
月
館
、
戦
国
期
の
飯
野
平
城
、
江
戸
時
代
の
磐
城
平
城
の
三
つ
の
違
う
時
代
の
城
を
包
含
す
る
。
高
月
館

は
道
路
が
変
形
三
叉
路
と
屈
折
路
、
行
止
ま
り
と
な
っ
て
見
透
し
と
通
過
を
困
難
に
し
て
い
る
。
飯
野
平
城
は
詰
城
を
も
ち
、
規
模
も
大

き
く
、
曲
輪
群
も
豊
富
で
あ
る
。
磐
城
平
城
は
飯
野
平
城
の
物
見
ケ
岡
に
築
城
し
た
。
こ
の
城
は
石
垣
は
な
く
飯
野
平
城
の
崖
を
利
用
し

た
。
数
多
い
水
濠
と
直
線
的
な
背
割
町
が
こ
の
城
の
特
色
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
城
下
町
の
南
北
の
道
路
は
条
里
の
線
と
一
致
し
て
い

る
(6) 

中
世
の
城
下
町
は
現
在
で
も
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
こ
れ
ら
は
段
丘
の
麓
と
谷
頭
侵
食
谷
に
分
散
し
て
分
布
す

る
。
根
古
屋
集
落
と
思
わ
れ
る
不
規
則
な
土
地
割
と
短
冊
型
の
市
場
町
が
み
ら
れ
る
。

(7) 

磐
城
平
城
は
戊
辰
戦
争
の
折
、
落
城
し
た
。
地
籍
図
に
よ
り
復
元
図
を
作
っ
た
結
果
、
郭
内
の
建
物
は
な
く
な
り
、
台
地
は
草
地

と
畑
と
な
り
、
低
地
の
濠
と
武
家
屋
敷
は
水
田
と
な
っ
た
。
そ
れ
ら
耕
地
は
や
や
遠
万
の
農
家
の
所
有
と
な
り
、
生
産
力
も
な
い
の
で
筒



単
に
手
放
し
た
。
そ
の
結
果
、
。
台
地
は
住
宅
地
、
低
地
は
平
駅
な
ど
が
で
き
て
、
城
下
町
ら
し
さ
は
み
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

古
代
の
条
里
、
鎌
倉
時
代
の
荘
園
の
領
主
の
高
月
館
と
飯
野
八
幡
宮
、
南
北
朝
期
の
白
土
城
、
戦
国
期
の
飯
野
平
城
、
江
戸
時
代
の
磐

域
平
城
等
が
各
時
代
の
い
わ
き
地
方
の
中
心
機
能
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
歴
史
的
景
観
が
現
在
の
市
街
地
の
形
成
要
素
と
な
っ
て
い

る
。
現
在
の
も
平
い
わ
き
市
の
中
心
機
能
右
も
ち
続
け
て
い
る
の
は
貴
重
で
あ
る
。

注

景観変遷から見た城下町の形成と崩壊

(
1
)

拙
著
、
い
わ
き
の
条
里
制
遺
構
調
査
報
告
書
、
一
九
八
四
、
一
二
月
、
福
島
県
い
わ
き
市
教
育
委
員
会

(
2
)

佐
藤
孝
徳
「
好
嶋
庄
と
岩
城
氏
」
福
島
の
研
究
古
代
中
世
編
清
文
堂

(
3
)

岩
城
常
隆
は
白
河
、
田
村
、
那
須
、
佐
竹
江
戸
の
各
家
を
支
配
下
に
お
い
て
、
岩
城
家
最
大
の
募
力
圏
を
作
り
だ
し
た
。
前
掲
(
2
)
に
よ
る
。

(
4
)

地
元
で
は
大
館
の
頂
上
附
近
の
み
を
城
と
し
て
考
え
て
い
る
。
飯
野
平
城
と
も
あ
ま
り
い
わ
れ
て
い
な
い
。

(
5
)

本
来
は
独
立
し
た
館
だ
が
、
明
応
六
年
(
一
四
九
七
)
頃
よ
り
、
飯
野
氏
は
岩
城
民
に
従
属
す
る
よ
う
に
な
り
、
飯
野
平
城
の
中
に
含
ま
れ
る

よ
う
に
な
る
。

(
6
)

中
世
の
飯
野
文
書
、
近
世
文
書
多
数
所
蔵

(
7
)

山
名
隅
弘
「
飯
野
八
幡
宮
社
地
の
一
考
察
」
一
福
島
史
学
研
究
四
六
号

(
8
)

安
田
初
雄
「
飯
野
八
幡
宮
境
内
古
図
と
偏
角
の
永
年
変
化
」
潮
流
十
一

(
9
)

福
島
市
に
あ
る
県
文
化
セ
ン
タ
ー
資
料
館
所
蔵

い
わ
き
地
域
学
会
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